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可語面F7可   隋65歳 男
鯰 ドック入院で心電図異常を指摘 され,入院治療中の患者である。
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1)非常に幅が広 い異常 QRS波形が全誘導 にみ られ るが何 か 。



一印一
心 室 ペ ー シ ン グ心 電 図

各誘導の QRS波 起始部に鋭いスパイク状の小
さい振れが認め られる。これは心室ペー シング

のペースメーカスパイクであ り,本症例は洞徐
脈,モー ビッツⅡ型の房室ブロックのためデマ
ン ド型のペースメーカを装着 したものである。

心室ペーシング時には QRS波 , T波は心室波
形 となるため,心筋梗塞,心肥大,心筋傷害 を
は じめ とした通常の波形診断はすべて適用する

ことはで きない。

ペース メー カ心電図ではペース メー カスパ イク

が出ているのに,そ の後 に QRS波 が出ない (ペ
ー シング ミス ),デマ ン ド型ペー スメー カの場合

には先行収縮のす ぐ後 にペー スメー カスパ イク

が入 る (デマ ン ドミス)な どの異常の有無,自
己心拍 の出現の有無に注意すべ きで ある。
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